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発表の概要 

web3.0 の時代を見据え、メタバースの活用が様々なシーンで見られるようになっ

ている。従来のオンラインコミュニケーションツールとの違いは、アバターと呼

ばれる自分の分身が仮想空間内で様々なコミュニケーションをする点にある。一

方で、プラットフォームも多様化しているため、特徴や用途にあわせてベストな

選択をするスキルが必要である。今回の発表では、メタバースサークルの立ち上

げ経緯と目的、そして今日に至るまでの授業その他の実践例を紹介する。また、

特に高大連携授業をはじめとする事例と今後の可能性も考察したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


